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整 理 番 号  2019P-100 

補助事業 名  2019年度 地域に根差したこどもの自然・文化・遊び体験活動 補助事業 

補助事業者名  公益社団法人 発明協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

     地域における青少年の知的創造体験活動の普及、啓発を図るため、地域に根ざして 

活動する少年少女発明クラブ活動の支援及び創造性を競う全国大会を開催し、もって 

公益の増進に寄与する。 

 

（２）実施内容 

① 少年少女発明クラブ活動強化事業 

 ア 少年少女発明クラブ活動の支援 

全国の各地域を拠点として活動を行う少年少女発明クラブでの知的創造体験

活動を支援した。本年度、新たに３クラブ（愛媛県新居浜市、熊本県熊本市、

鹿児島県薩摩川内市）が開設され全国で209クラブとなった。年間を通したクラ

ブ員数は約11,000名で、延べ約6,500回の講座に参加し創作活動に励んだ。 

 

 

 

 

木工工作（日立市）  理科実験（山形市） 

 

 

 

電子工作（黒石市）  プログラム研修（八戸市） 

http://kids.jiii.or.jp/modules/pico/index.php?content_id=300
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ペットボトルロケット大会（青森市）  ゴム動力カーコンテスト（山形県） 

  

 

   イ 少年少女発明クラブ指導員全国会議及び各地域における合同研修会の実施 

     ・全国会議 ：11月29日   東京都港区にて開催した。 

     ・合同研修会：北海道ブロック（札幌市）、東北ブロック（山形市）、 

            北陸ブロック（羽咋市）、中国ブロック（鳥取市）、 

四国ブロック（松山市）、九州ブロック（北九州市） 

更に各県内合同研修会を開催した。 

 

 

 

 

全国会議（11月 29日）  全国会議（11月 29日） 

 

 

 

四国ブロック（8月 7日）  中国ブロック（9月 27日） 
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東北ブロック（9月 12日～13日）  北陸ブロック（9月 30日） 

 

 

 

東京都（7月 4日）  大阪府（6月 10日） 

 

 

   ウ 公開教室及び作品展示会の実施 

     ・104のクラブが全国各地にて科学技術週間、夏季休暇期間や秋季文化祭期間及

び春季の成果発表会時期にあわせて公開教室や作品展示会を実施した。教室

参加者は約9,600人、展示会来場者は約7,200人であった。 

     ・発明協会主催イベントである「全国少年少女チャレンジ創造コンテスト全国

大会」においても公開教室を開催し、知的創造体験活動の普及を図った。 

 

 

 

 

神戸市  鹿児島市 
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和歌山市  大田区 

 

 

 

羽咋市  ﾁｬﾚﾝｼﾞ創造ｺﾝﾃｽﾄ全国大会での公開教室 

   

② 知的創造活動普及・奨励事業 

①の事業の活性化を図るため、各地域の少年少女年発明クラブや学校、教育委

員会等の協力の下、チームで統一課題に挑戦する「全国少年少女チャレンジ創造

コンテスト」の地区大会及び全国大会を実施した。 

 

 ア 地区大会の実施 

    6月から9月の期間に全国68地区において地区大会が開催された。総勢543チー

ムの青少年が「からくりパフォーマンスカー」を作成し競技に臨んだ。 

 

 

 

創作指導会（豊田市）  地区大会（東海市） 

http://kids.jiii.or.jp/modules/pico/index.php?content_id=312
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 イ 全国大会の実施 

  各地区の優秀チームの中から全国大会出場チームとして60チームを選考し、

全国大会を11月30日に東京工業大学にて開催した。 

  一般来場者約700名の応援の下、予選・決勝及び作品紹介のプレゼンテーショ

ンが行われ熱気に溢れた大会となった。 

 

 

 

会場  コンテスト会場全景 

 

 

 

入場行進  チームブース 

 

 

 

競技  競技 
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作品プレゼンテーション  表彰式（ＪＫＡ会長賞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 記念撮影 

 

２ 予想される事業実施効果 

①  少年少女発明クラブ活動強化事業 

全国の少年少女発明クラブは年間を通じて創造性育成活動を実施しているほか、ク

ラブ員以外の地域内青少年向け、または親子参加型の公開教室等も実施し、発明クラ

ブの活動内容周知、並びにモノづくりを通じて青少年が科学的な考え方を身に付ける

楽しさと重要性への理解を増進しており、更なる広がりが期待できる。 

 

② 知的創造活動普及・奨励事業 

全国少年少女チャレンジ創造コンテスト事業では、全国規模の競技・アイデアコン

テストを行うことにより、全国の子ども達のものづくり・チャレンジ精神の高揚を図

った。また、地区代表として全国大会へ出場することで、子ども達だけでなく地域社

会と一体となった青少年の創造性育成活動を普及・進展することが期待できる。 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

① 少年少女発明クラブ活動強化事業 

ア 少年少女発明クラブニュース Ｎｏ．286～291            20,000部 
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② 知的創造活動普及・奨励事業 

ア 第10回全国少年少女チャレンジ創造コンテスト募集要項 20,000部 

イ 第10回全国少年少女チャレンジ創造コンテスト全国大会 ダイジェスト映像 

（http://kids.jiii.or.jp/modules/pico/index.php?content_id=341） 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

   ア はつめいキッズホームページ （http://kids.jiii.or.jp/） 

      

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益社団法人 発明協会（ハツメイキョウカイ） 

住   所： 〒105-0001 

東京都港区虎ノ門３－１－１  虎の門三丁目ビルディング ４階 

代 表 者： 会長 野間口 有（ノマクチ タモツ） 

担 当 部 署： 総務グループ（ソウムグループ） 

担 当 者 名： 課長補佐 中野 雄生（ナカノ ユウキ） 

電 話 番 号： 03-3502-5421 

F A X： 03-3504-1480 

E - m a i l： y-nakano@jiii.or.jp 

U R L： http://koueki.jiii.or.jp/ 

http://kids.jiii.or.jp/modules/pico/index.php?content_id=341
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